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背景と目的

• 土地利用・土地被覆図 (land-use land-cover map: LULC map)

➡人々が地表面をどのように利用しているか（land-use)、
 地表面が何に覆われているか (land-cover) をもとに、
 地表面を複数のカテゴリで分類した地図のこと。

• JAXAは、数年おきに高解像度日本域LULCマップ
(HRLULC-Japan) を作成・公開。

• 最新のver.21.11では、12カテゴリで
全体精度 (OA) が88.85%。

• 本研究では、カテゴリ数の増加による
HRLULC-Japanの詳細化を目指す。
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JAXAのHRLULC-Japan ver21.11 (つくば周辺)

High-Resolution



新規カテゴリ

• 湿地
• 温室効果ガス排出源 ➡ 気候変動対策
• エコトーン ➡ 高い生物多様性

• 農業用温室

CO2 発生装置やヒートポンプによる生育増進

➡気候変動対策

• 落葉木本畑地

ex) 落葉性の果樹園 (リンゴ、ナシ、栗、etc.)

• 常緑木本畑地

ex) 常緑の果樹園 (ミカン、ビワ、etc.)、茶畑
3温室内のヒートポンプ

湿地のメタン排出推定量 [3]
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方法
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対象域

• 対象域
• 正確なLULC マップ作成には、
対象域での十分な知識が要求される。

• 対象域は関東地方。

• 北緯35度~37度、東経139度~141度
の矩形領域。

• 対象期間
• 2022/06/01 ~ 2023/05/31 の1年間。



方法: 入力データの整備
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No. データ バンドと空間分解能 時期

1
Sentinel-2
 (Level-2A)

10m (B2, B3, B4, B8)
20m (B5, B6, B7, B8A, B11, B12)
NDVI, GRVI, NDWI1, NDWI2, GSI

2 Sentinel-1 GRD 10m (VH, VV)

3 ALOS-2/PALSAR-2

3m (HH, HV, VV, 偏波間相関,
パウリ分解2成分, エントロピー,

テクスチャ, 山口分解4成分),
6m (HH, 入射角)

4 AW3D 5m (DSM, 傾斜)

5 Open Street Map 10m (道路までの距離)

6 筆ポリゴン 10m (農林水産省, 農地区画データ)

7 緯度, 経度 10m (Setinel-2を参照)

S1: 2022/06/01-2022/07/31
S2: 2022/08/01-2022/09/30
S3: 2022/10/01-2022/11/30
S4: 2022/12/01-2023/01/31
S5: 2023/02/01-2023/03/31
S6: 2023/04/01-2023/05/31

通年変化がないと仮定し、
すべての時期で共通の値を使用。



方法: 分類アルゴリズム

• JAXAが作成した教師ありCNN分類アルゴリズム「SACLASS2」を使用。

• 空間方向 (緯度・経度方向) ではなく、特徴量・時間軸方向で畳み込む。

• 空間方向の畳み込みは、
空間分解能の低下の原因
なので避ける。

• 高い空間分解能を保持
しつつLULCマップを作成。
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畳み込みニューラルネットワーク 
(Convolutional Neural Network)



方法: 教師点および検証点の収集

7

教師点の分布 検証点の分布

教師検証点数

教師点が計4942点、検証点が計496点

ID 色 カテゴリ名 教師点数 検証点数

1 水域 254 26

2 人工構造物 446 58

3 水田 968 89

4 畑地 405 52

5 草地 182 12

6 落葉広葉樹 262 11

7 落葉針葉樹 177 28

8 常緑広葉樹 65 13

9 常緑針葉樹 434 29

10 裸地 147 16

11 竹林 114 7

12 ソーラーパネル 261 21

13 湿地 335 33

14 農業用温室 419 47

15 落葉木本畑地 311 35

16 常緑木本畑地 162 19

Total 4,942 496
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全体精度 (OA): 91.5±2.4%

結果: 混同行列による精度評価
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水域 26 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

人工構造物 0 56 0 0 0 0 0 0 0 5 0 0 0 1 0 0 90.3±7.4

水田 0 0 89 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 96.7±3.6

畑地 0 0 0 44 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 95.7±5.9

草地 0 0 0 0 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 83.3±29.8

落葉広葉樹 0 0 0 0 0 11 4 0 0 0 1 0 0 0 0 0 68.8±22.7

落葉針葉樹 0 0 0 0 0 0 23 3 1 0 0 0 0 0 0 0 85.2±13.4

常緑広葉樹 0 0 0 0 0 0 0 9 0 0 0 0 0 0 0 0 100

常緑針葉樹 0 0 0 0 0 0 0 3 28 0 0 0 0 0 0 0 90.3±10.4

裸地 0 2 0 0 0 0 0 0 0 11 0 0 0 0 0 0 84.6±19.6

竹林 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0 0 0 0 0 100

ソーラーパネル 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 21 0 0 0 0 100

湿地 0 0 0 1 7 0 0 0 0 0 1 0 31 0 1 0 75.6±13.1

農業用温室 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 43 0 0 91.5±8.0

落葉木本畑地 0 0 0 2 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 33 0 91.7±9.0

常緑木本畑地 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 19 90.5±12.6
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結果: 農業用温室の例 (茨城県鉾田)

• JAXAのLULCマップでは
人工構造物や裸地として分類されていた農業用温室。

9

本研究の成果物JAXAの日本域LULCマップGoogle Satellite



結果: 落葉木本畑地の例

• 栗園やリンゴ園が、落葉広葉樹や竹林から落葉木本畑地に！
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本研究の成果物JAXAの日本域LULCマップGoogle Satellite

栗園
(茨城県笠間)

リンゴ園
(群馬県沼田)



結果: 常緑木本畑地の例

• ミカン園や茶園が、常緑広葉樹や竹林から常緑木本畑地に！
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本研究の成果物JAXAの日本域LULCマップGoogle Satellite

ミカン園
(神奈川県小田原)

茶園
(埼玉県入間)



考察: 筆ポリゴンの有効性
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筆ポリゴン内に含まれる教師検証点数

人工構造物農業用温室

落葉木本畑地

類似

類似

常緑木本畑地

落葉広葉樹

常緑広葉樹類似

<農地> <非農地>

• 筆ポリゴンにより、農地か否かを容易に
判別できたと推測される。



結果: 湿地の例

• 尾瀬ヶ原や渡良瀬遊水地は、草地から湿地に！
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本研究の成果物JAXAの日本域LULCマップGoogle Satellite

尾瀬ヶ原

渡良瀬遊水地



考察: 湿地の過分類傾向
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湿地の過分類傾向 (神奈川県仙石原)

• 神奈川県の仙石原ススキ草原

• ススキが広がる斜面であり、湿地になりえない。

• 草地に分類されるべきだが、湿地に分類されてしまっている！
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本研究の成果物JAXAの日本域LULCマップGoogle Satellite



湿地の過分類傾向 (茨城県つくば市)

• 都市での湿地ノイズ。

• 都市域に湿地はこれほど多くない。

• 草地に分類されるべきだが、湿地に分類されてしまっている！

• 後処理で対処するにはノイズが多すぎる。
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本研究の成果物JAXAの日本域LULCマップGoogle Satellite



今後の展望

• 湿地の過分類解決に向けて
• 新規特徴量の模索

ex) 土壌水分量

• さらなるカテゴリ数の増加
• 単作と二期作・二毛作の区別

• 森林カテゴリの細分化 (樹種)

• HRLULC-Japanの次期バージョンに新規カテゴリが追加される予定。
さらなるグレードアップに貢献したい。
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